
１ 生活習慣病の重症化予防等 ２ 医療の効率的な提供の推進

特定健診・特
定保健指導の
実施率の向上

保険者が行
う受診勧奨
等への支援

受診意欲を高めるインセンティブ事業等の推進
に関する取組状況

・インセンティブ事業に取り組む市
町村数
・行動変容プログラムを活用してい
る市町村数
・がん検診と特定健診の同時実施を
行う市町村数
・特定健診受診率が全自治体の上位
３割を達成している市町村数
・特定保健指導実施率が全自治体の
上位３割を達成している市町村数

保険者間の連携や人材育成を通じた保険者機能
の強化に関する取組状況

行動変容プログラムの提供等を通じた効果的な
特定健診・保健指導への支援に関する取組状況

働く世代の
受診率向上
と若年期か
らの啓発

働く世代の受診率向上に向けた取組状況

ー
若年期からの健診受診に関する啓発の実施に関
する取組状況

早期受診や治
療の継続等に
より、重症化
を予防するた
めの取組

保険者が行
う重症化予
防の取組へ
の支援

ハイリスク者への重点的アプローチの実施

・糖尿病性腎症重症化予防事業を実
施する市町村の数

未治療者や治療中断者に対する医療機関への受
診勧奨の促進

保健指導プログラムの開発・提供

医療連携に
よる重症化
予防

医療連携による重症化予防に関する取組状況 ー

啓発による
重症化予防
の推進

糖尿病の重症化予防に向けた啓発に関する取組
状況

ー

府民への啓発に関する取組状況 ー

特定健康診査受診率
■府全体の目標
40歳から74歳までの対象者の70%以上
■保険者別の目標

特定保健指導実施率
■府全体の目標
対象者の45％以上
■保険者別の目標

高齢者の重症
化予防の取組

保険者・市
町村が行う
重症化予防
の取組への
支援

高齢者の健康づくりや疾病予防に関する取組み
への支援の状況

ー

フレイル対策・介護予防の推進への支援の状況 ー

平成35(2023)年度における
アウトカム目標(進捗管理)

生活習慣と社
会環境の改善

職場や地域
等における
健康づくり
への支援

職場における健康づくりに関する取組状況

・府と事業連携協定を締結する民間
企業との保健事業の共同開催数（健
康づくり分野）
・健康サポート薬局の届出数

地域等における健康づくりに関する取組状況

ＩＣＴ等を活用した健康情報等に係る基盤づく
りに関する取組状況

多様な主体の連携・協働に関する取組状況

たばこ対策
喫煙率の減少

ー
受動喫煙の防止

歯と口の健
康

学齢期における啓発の推進に関する取組状況

ー

働く世代への歯科健診の受診勧奨等の推進に関
する取組状況

高齢者への啓発の促進に関する取組状況

多様な主体と連携した取組状況

がんの予防及
び早期発見

がん予防啓発
の推進

がん教育の推進に関する取組状況

ー様々な主体と連携した普及啓発に関する取組状
況

がん検診受診
率の向上

科学的根拠に基づく啓発の促進に関する取組状
況

・がん検診と特定健診の同時実施を
行う市町村数

個別受診勧奨や健診との同時実施など効果的な
受診勧奨への支援

がん検診の質
の向上

精度管理体制の確立に関する取組状況 ー

第３期大阪府医療費適正化計画における取組状況・指標・アウトカム目標一覧

医薬品の適
正使用

薬局や医療
機関におけ
る服薬管理
の推進

かかりつけ薬剤師・薬局の普及に関する
取組状況

・かかりつけ薬剤師指導料及びかかり
つけ薬剤師包括管理料届出数

医療機関と薬局の連携強化に関する取組
状況

・在宅患者調剤加算の届出数

府民の適正
服薬にかか
る知識の普
及

府民の適正服薬にかかる知識の普及に関
する取組状況

ー

保険者等が
行う適正服
薬の取組へ
の支援

保険者等が行う適正服薬の取組への支援
に関する取組状況

・適正服薬にかかる取組を行う市町村
数

施策
進捗管理を行う取組状況と指標

取組状況 指標

後発医薬品
の普及・啓
発の推進

府民や医療
関係者への
情報提供

患者への説明の促進に関する取組状況

ー
使用率の高い薬局の事例収集と好事例の
普及に関する取組状況

協議会による後発医薬品使用促進のため
の環境整備に関する取組状況

保険者等の
後発医薬品
使用促進の
取組への支
援

保険者等の後発医薬品使用促進の取組へ
の支援に関する取組状況

・後発医薬品に切り替えた場合に削除
できる自己負担額を被保険者へ通知す
る取組を行った市町村数

・後発医薬品の使用割合上昇率が前年
度比で３％以上増加、または使用割合
が80％以上の市町村数

療養費の適
正支給

保険者等が
行う適正化
の取組への
支援

保険者等が行う適正化の取組への支援に
関する取組状況

ー

指導・監査
等の適切な
実施

指導・監査等の適切な実施に関する取組
状況

ー

医療機能の
分化・連携、
地域包括ケ
アシステム
の構築

地域医療構
想に基づく
機能分化・
連携の推進

計画的な病床機能分化・連携の促進に関
する取組状況

ー病床転換への支援に関する取組状況

地域医療の充実に向けた連携策の推進に
関する取組状況

地域包括ケ
アシステム
の推進に向
けた医療介
護連携の推
進と在宅医
療の充実

在宅医療・介護の連携体制の充実に関す
る取組状況

ー

在宅医療サービス基盤の確保に関する取
組状況

在宅医療推進のための人材育成に関する
取組状況

３ 健康医療情報の効果的な発信

医療費の見える化・デー
タヘルスの推進

保険者におけるデータに基づく保健事業等
への支援に関する取組状況

ー
府民の健康情報の収集の促進に関する取組
状況

府民への情報発信の強化

医療費適正化に関する情報発信の強化に関
する取組状況

ー

医療機能に関する情報提供の強化に関する
取組状況

ー

早期治療・重症化予防に係る普及啓発に関
する取組状況

ー

保険者や民間企業等との連携体制の構築に
関する取組状況

ー

施策
進捗管理を行う取組状況と指標

取組状況 指標

施策
進捗管理を行う取組状況と指標

取組状況 指標

市町村国保 60%
国保組合 30%
全国健康保険協会(船保) 65%(65%)
単一健保 85%
総合健保・私学共済 85%
共済組合(私学共済除く) 90%

健康づくりを進める住民の
自主組織の数

増加

成人の喫煙率 男性15％
女性5%

敷地内禁煙の割合（病院／
私立小中高等学校）

100%

建物内禁煙の割合（官公庁
／大学）

100%

受動喫煙の機会を有する者
の割合

職場0%
飲食店15%

過去１年間に歯科健診を受
診した者の割合(20歳以上)

55%

８０２０達成状況 45%以上

がんによ
る死亡率

平成29年（79.9人〈人口10万
対〉(推計値)）に比べて、
72.3人＜人口10万対＞（10年
後に66.9人）

がん検診
受診率

胃４０％ 大腸４０％ 肺４
５％ 乳４５％ 子宮４５％

がん検診
精密検査
受診率

胃９０％ 大腸８０％ 肺９
０％ 乳９５％ 子宮９０％

重複投薬にかかる調剤費等 H25年比
半減

多剤投薬にかかる調剤費等 H25年比
半減

後発医薬品の使用割
合

数量ベースで
80%以上

療養費１件あたりの医
療費

全国平均に
近づける

病床機能報告における回
復期病床の割合

増加

訪問診療件数 190,820
件(月間)

在宅看取り件数 10,260件

介護支援連携指導料算定
件数

37,230件

データヘルス計画を策定
し、それに基づく取組を
実施している市町村数

全市町村

糖尿病性腎症による年間新
規透析導入患者数

1,000人未
満

メタボリックシンドローム
の該当者及び予備群の減少
率（特定保健指導の対象者
の減少率をいう。）

25%以上
(H20年度
比)

※上記敷地内禁煙及び建物内禁煙の割合については、健康
増進法の規定を踏まえた取扱いとします。

平成35(2023)年度における
アウトカム目標(進捗管理)

平成35(2023)年度における
アウトカム目標(進捗管理)

市町村国保 60%
国保組合 70%
全国健康保険協会(船保) 65%(65%)
単一健保 85%
総合健保・私学共済 85%
共済組合(私学共済除く) 90%

参考資料３


